
1 2020.12･1　ウォロ12・1月号（No.534）

【特集担当】
早 瀬　 昇

【調査協力】
中川 智子
華房ひろ子
山中 大輔

［
特
集
］

　
２
０
１
６
年
12
月
に「
休
眠
預
金
等
活
用
法
」（
正
式
名
称
は「
民

間
公
益
活
動
を
促
進
す
る
た
め
の
休
眠
預
金
等
に
係
る
資
金
の
活

用
に
関
す
る
法
律
」）
が
成
立
し
て
４
年
。
19
年
１
月
に
、
制
度

の
司
令
塔
と
な
る
「
指
定
活
用
団
体
」
に
日
本
民
間
公
益
活
動
連

携
機
構
（
以
下
、
Ｊ
Ａ
Ｎ
Ｐ
Ｉ
Ａ
）
が
指
定
さ
れ
、
19
年
11
月
に

19
年
度
公
募
枠
の
資
金
分
配
団
体
も
決
定
。
順
次
、
実
行
団
体
も

選
定
さ
れ
、
休
眠
預
金
の
活
用
が
始
ま
っ
て
い
る
。

　
「
３
年
継
続
」「
人
件
費
や
管
理
費
の
支
出
も
Ｏ
Ｋ
」
と
い
う
大

型
助
成
が
始
ま
っ
た
が
、
そ
の
実
情
は
ど
う
な
の
か
？

ア
ン
ケ
ー
ト
を
も
と
に
運
用
の
現
状
を
探
る
と
、
現
在
進
ん
で

い
る
助
成
事
業
で
は
、
従
来
の
助
成
事
業
に
は
な
い
厳
し
い
「
監

督
」
が
課
さ
れ
る
状
況
が
判
明
。
今
後
、
改
善
が
求
め
ら
れ
る
。

全
10
ペ
ー
ジ
の
特
集
で
、
詳
し
く
報
告
す
る
。

休
眠
預
金
等
活
用
制
度
、

大
研
究

活
用
法
成
立
か
ら
４
年
。

巨
額
資
金
の
動
き
に
迫
る
！

＊本特集のために実施したアンケー
ト結果の詳細をまとめた報告書
は、大阪ボランティア協会ウェブ
サイトの「ウォロ」ページにて公
開します。

＊本文でのアンケート・自由記述の
引用では、紙数の都合上、文章を
要約して紹介しているところがあ
ります。
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休
眠
預
金
を
引
き
出
す
に
は
？

　

あ
る
ク
イ
ズ
番
組
で
の
一
コ
マ
。

「
10
年
間
以
上
、
放
置
し
て
い
た
銀
行

預
金
を
カ
ー
ド
で
引
き
出
す
こ
と
は
で

き
る
で
し
ょ
う
か
？
」。　
答
え
は「
×
」

だ
。

　
２
０
１
６
年
に
休
眠
預
金
等
活
用
法

（
以
下
「
活
用
法
」）
が
成
立
。
18
年
１

月
に
休
眠
預
金
等
活
用
制
度
が
始
ま

り
、
10
年
以
上
、
入
出
金
な
ど
の
取
引

（
法
律
上
は
「
異
動
」）
が
な
か
っ
た
預

金
等
は
「
休
眠
預
金
等
」
と
な
り
、
金

融
機
関
か
ら
預
金
保
険
機
構
に
移
管
さ

れ
、
社
会
課
題
の
解
決
の
た
め
の
資
金

と
し
て
活
用
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。

こ
の
「
異
動
」
は
預
金
等
の
入
出
金
に

加
え
、
多
く
の
金
融
機
関
で
は
記
帳
や

残
高
照
会
も
該
当
す
る
。
ま
た
、
こ
の

休
眠
預
金
化
の
扱
い
を
受
け
る
の
は
09

年
１
月
以
降
に
最
後
の
異
動
が
あ
っ
た

預
金
等
。
そ
れ
以
前
か
ら
休
眠
状
態
の

も
の
は
、
こ
の
制
度
の
対
象
と
は
な
ら

ず
、
金
融
機
関
が
管
理
を
続
け
る
。
ま

た
、
休
眠
預
金
で
は
な
く
休
眠
預
金

〝
等
〟
が
正
式
名
称
と
な
る
の
は
、
銀

行
預
金
だ
け
で
な
く
、
ゆ
う
ち
ょ
銀
行

や
Ｊ
Ａ
バ
ン
ク
な
ど
の
貯
金
や
金
銭
信

託
、
保
護
預
か
り
の
金
融
債
も
含
ま
れ

る
か
ら
だ
。
た
だ
し
、
以
下
で
は
「
休

眠
預
金
」
と
表
記
す
る
こ
と
に
す
る
。

　
さ
て
、
冒
頭
の
ク
イ
ズ
の
話
に
戻
ろ

う
。
10
年
間
以
上
、
預
金
を
放
置
す
る

と
、
自
身
の
預
金
は
「
休
眠
預
金
」
と

な
っ
て
し
ま
う
が
、
預
金
を
預
け
て
き

た
金
融
機
関
を
通
じ
て
預
金
保
険
機
構

に
請
求
す
れ
ば
、「
休
眠
預
金
代
替
金
」

と
い
う
形
で
、
預
金
の
元
本
額
と
利
子

相
当
額
を
受
け
取
る
こ
と
が
で
き
る
。

休
眠
預
金
化
し
た
自
身
の
預
金
は
、
い

つ
ま
で
も
引
き
出
す
こ
と
は
で
き
る

が
、
た
だ
し
銀
行
の
カ
ー
ド
で
の
引
き

出
し
は
で
き
な
い
…
…
と
い
う
こ
と

だ
。

約
７
０
０
億
円
が
活
用
可
能

　
こ
の
休
眠
預
金
は
ど
の
く
ら
い
生
ま

れ
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
。

　
休
眠
預
金
の
受
け
皿
と
な
っ
た
預
金

保
険
機
構
は
、
20
年
６
月
30
日
、
休

眠
預
金
の
状
況
を
発
表
し
た
。
そ
れ

に
よ
る
と
、
20
年
３
月
31
日
現
在
で
、

①
納
付
さ
れ
た
移
管
金
（
金
融
機
関

か
ら
機
構
に
移
管
さ
れ
た
金
額
）
約

１
４
５
７
億
２
千
万
円
（
約
７
２
４
万

件
分
）、
②
代
替
金
（
元
の
預
金
者
に

支
払
わ
れ
た
預
金
者
の
元
本
額
に
利
子

相
当
額
を
加
え
た
金
額
）
45
億
６
千
万

円
（
約
４
万
件
分
）
と
な
っ
て
い
る
。

こ
の
制
度
で
活
用
さ
れ
る
休
眠
預
金
は

19
年
１
月
か
ら
発
生
し
始
め
た
が
、
そ

れ
か
ら
15
カ
月
間
に
実
に
１
４
０
０
億

円
以
上
の
休
眠
預
金
が
発
生
し
て
い
る

こ
と
に
な
る
。

　
こ
の
①
か
ら
②
を
引
い
た
金
額
の
半

分
、
約
７
０
５
億
８
千
万
円
が
元
の
預

金
者
等
か
ら
の
支
払
請
求
に
備
え
た

「
積
立
金
」
と
な
り
、
昨
年
度
中
に
約

21
億
４
千
万
円
が
休
眠
預
金
等
交
付
金

と
し
て
指
定
活
用
団
体
に
交
付
さ
れ
、

さ
ら
に
金
融
機
関
へ
の
事
務
委
託
手
数

料
な
ど
も
含
む
一
般
管
理
費
約
11
億
円

を
引
い
た
残
額
約
６
７
２
億
円
が
「
休

眠
預
金
等
交
付
金
支
払
準
備
金
繰
入
」

と
な
っ
て
い
る
と
い
う
。
19
年
度
に

既
に
交
付
さ
れ
た
金
額
も
含
め
、
約

７
０
０
億
円
が
休
眠
預
金
等
活
用
制
度

に
活
用
で
き
る
こ
と
に
な
る
。

　
し
か
も
、
こ
れ
は
19
年
度
に
生
じ
た

も
の
で
、
今
後
も
毎
年
、
新
た
な
休
眠

預
金
が
生
ま
れ
る
。
19
年
度
の
交
付
金

は
21
億
円
強
だ
っ
た
が
、
20
年
７
月
に

は
約
42
億
７
千
万
円
が
指
定
活
用
団
体

の
Ｊ
Ａ
Ｎ
Ｐ
Ｉ
Ａ
に
交
付
さ
れ
、
今
年

度
中
に
さ
ら
に
追
加
さ
れ
る
こ
と
も
予

想
さ
れ
る
。

　

歳
末
た
す
け
あ
い
募
金
を
含
む
赤

い
羽
根
共
同
募
金
の
総
額
は
19
年
度

１
７
４
億
円
だ
っ
た
か
ら
、
今
後
、
休

眠
預
金
の
支
払
い
準
備
金
が
す
べ
て
活

用
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
と
、
極
め
て
大

き
な
イ
ン
パ
ク
ト
が
生
じ
る
こ
と
に
な

る
。

休
眠
預
金
活
用
の
仕
組
み

　

休
眠
預
金
活
用
の
現
状
を
見
る
前

に
、
ま
ず
休
眠
預
金
等
活
用
制
度
の
仕

組
み
を
確
認
し
て
お
こ
う
（
図
表
１
）。

　
預
金
保
険
機
構
に
預
け
ら
れ
た
休
眠

預
金
は
、「
指
定
活
用
団
体
」
の
事
業

社
会
問
題
解
決
に
活
用
す
る
た
め
の
複
雑
な
仕
組
み
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計
画
に
基
づ
き
、
指
定
活
用
団
体
に
交

付
さ
れ
る
。
指
定
活
用
団
体
は
、
休
眠

預
金
を
活
用
す
る
「
実
行
団
体
」
へ
の

助
成
な
ど
を
担
当
す
る
「
資
金
分
配
団

体
」
を
公
募
。
資
金
分
配
団
体
や
実
行

団
体
へ
は
、
当
面
、
貸
付
け
は
せ
ず
助

成
の
み
を
行
う
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。

資
金
分
配
団
体
、
実
行
団
体
と
も
助
成

事
業
費
の
う
ち
２
割
は
自
己
負
担
が
必

要
と
な
る
。
た
だ
し
、
資
金
分
配
団
体

は
当
面
、
こ
の
２
割
の
自
己
負
担
は
不

要
で
、
実
行
団
体
も
新
型
コ
ロ
ナ
緊
急

対
応
事
業
に
限
っ
て
２
割
の
自
己
負
担

が
不
要
と
な
っ
て
い
る
。

　

資
金
分
配
団
体
の
公
募
状
況
は
４

ペ
ー
ジ
の
「
休
眠
預
金
等
活
用
制
度
小

史
」
で
紹
介
し
て
い
る
と
お
り
、
19
年

度
は
67
事
業
が
応
募
し
24
事
業
が
採

択
。
20
年
度
通
常
枠
は
42
事
業
中
20
事

業
採
択
、
新
型
コ
ロ
ナ
対
応
で
は
45
事

業
中
20
事
業
採
択
と
、
い
ず
れ
も
倍
率

は
２
倍
以
上
と
な
っ
て
い
る
。

　
図
表
１
は
、
休
眠
預
金
活
用
推
進
議

員
連
盟
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
「
説
明
資

料
集
」
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
図
を
も
と

に
作
成
し
た
が
、
通
常
の
助
成
事
業
で

は
見
か
け
な
い
「
監
督
」
と
い
う
表
現

が
使
わ
れ
て
い
る
点
は
、
こ
の
制
度
の

特
徴
の
一
つ
。
こ
の
表
現
は
活
用
法
第

22
条
（
民
間
公
益
活
動
促
進
業
務
の
適

正
な
実
施
等
）
で
規
定
さ
れ
て
お
り
、

こ
の
制
度
を
運
営
す
る
原
則
の
一
つ
と

し
て
法
的
に
求
め
ら
れ
て
い
る
も
の

だ
。

　
委
託
と
異
な
り
、
団
体
の
主
体
性
を

重
視
す
る
助
成
事
業
で
「
監
督
」
と
い

う
文
言
が
使
わ
れ
る
の
は
な
ぜ
な
の

か
？
ま
た
、
ど
ん
な
「
監
督
」
が
な

さ
れ
て
い
る
の
か
？
以
下
、
こ
の
点

を
見
て
い
こ
う
。

休
眠
預
金
活
用
制
度
で
の

「
監
督
」
と
は
？

　
資
金
分
配
団
体
と
実
行
団
体
は
、
ど

の
よ
う
な
形
で
「
監
督
」
を
受
け
る

こ
と
に
な
る
の
だ
ろ
う
か
？
活
用
法

は
「
監
督
」
の
具
体
的
内
容
を
規
定
し

て
お
ら
ず
、
指
定
活
用
団
体
で
あ
る
Ｊ

Ａ
Ｎ
Ｐ
Ｉ
Ａ
が
、
内
閣
府
の
了
解
を
得

て
さ
ま
ざ
ま
な
仕
組
み
を
整
備
し
て
い

る
。

　
一
つ
は
「
規
程
類
の
整
備
」
だ
。
資

金
分
配
団
体
と
実
行
団
体
に
は
、
図
表

２
の
よ
う
な
規
程
類
の
整
備
が
必
須
と

な
る
。
多
く
の
規
程
の
整
備
に
よ
り
、

組
織
の
意
思
決
定
や
合
意
形
成
が
公
正

に
行
わ
れ
、
透
明
性
の
高
い
運
営
が
な

さ
れ
る
よ
う
求
め
て
い
る
。

　
ま
た
、
細
部
ま
で
規
定
し
た
「
資
金

提
供
契
約
書
」の
締
結
が
求
め
ら
れ
る
。

Ｊ
Ａ
Ｎ
Ｐ
Ｉ
Ａ
か
ら
提
供
さ
れ
る
ひ
な

形
で
は
６
章
37
条
に
わ
た
る
規
程
が
整

理
さ
れ
て
お
り
、
本
文
だ
け
で
Ａ
４
用

紙
19
ペ
ー
ジ
、
目
次
を
含
め
た
本
文
の

文
字
数
は
約
１
万
６
千
字
に
も
な
る
。

　
契
約
書
の
規
定
に
よ
る
と
、
資
金
分

配
団
体
は
実
行
団
体
と
毎
月
一
回
以

上
、
事
業
の
進
捗
状
況
を
対
面
で
協
議

す
る
機
会
を
持
つ
こ
と
に
な
る
。
契
約

書
の
進
捗
管
理
の
条
文
で
は
、
こ
れ
は

監
督
と
い
う
だ
け
で
な
く
助
言
・
伴
走

支
援
の
機
会
と
し
て
も
位
置
づ
け
ら
れ

て
い
る
。

　

ま
た
、
進
捗
管
理
の
一
環
と
し
て
、

毎
月
（
月
末
か
ら
２
週
間
以
内
）、
事

業
報
告
と
収
支
報
告
を
「
休
眠
預
金
助

成
シ
ス
テ
ム
」
に
入
力
し
、
資
金
分
配

団
体
だ
け
で
な
く
Ｊ
Ａ
Ｎ
Ｐ
Ｉ
Ａ
も
事

業
の
進
捗
が
把
握
で
き
る
仕
組
み
に

な
っ
て
い
る
。

　

こ
れ
に
加
え
て
、「
成
果
の
見
え
る

化
」
を
進
め
る
た
め
「
社
会
的
イ
ン
パ

ク
ト
評
価
」
を
重
視
し
て
い
る
の
も
休

眠
預
金
等
活
用
制
度
の
特
徴
だ
。
先
の

資
金
提
供
契
約
書
の
作
成
ま
で
に
記
入

す
る
助
成
計
画
書
で
は
、
ア
ウ
ト
カ
ム

（
成
果
）評
価
指
標
、ア
ウ
ト
プ
ッ
ト（
結

報告

資金分配団体 
🔸🔸〇〇財団

🔸🔸△△社団

🔸🔸地方の団体

🔸🔸ＮＰＯバンク

🔸🔸その他の団体 

・実行団体の選定

・休眠預金の分配

・実行団体の監督

民
間
公
益
活
動
を
行
う

実
行
団
体

助成

貸付

出資

監督

交
付

指定活用団体

・資金分配団体の調整

・事業計画の策定

・休眠預金の分配

・資金分配団体の監督

・事業報告とりまとめ

コンプライアンス委員会

監
督 

報
告 公募選考公募で選考

休
眠
預
金
等 

代
替
金
を
支
払

内閣府
・基本方針計画策定

・指定活用団体の指定

・事業計画の認可

・指定活用団体の監督

助成 

貸付

報告

監督

審議会
・基本方針、基本計画の審議

・事業計画の審議

諮問

答申

事
務
委
託 

手
数
料 

預
金
者

預
金
保
険
機
構支

払
請
求

金融機関

休眠預金

事業計画の 
申請・認可

【
図
表
１
】「
休
眠
預
金
等
活
用
制
度｣

の
仕
組
み
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パ
ー
ム
油
は
ア
ブ
ラ
ヤ
シ
の
実
を
原
料
と

す
る
植
物
油
だ
。
揚
げ
物
や
パ
ン
、
洗
剤
な

ど
身
近
な
製
品
に
加
工
さ
れ
て
い
る
が
、
油

の
状
態
で
見
な
い
の
で
認
知
度
は
低
い
。
世

界
生
産
の
85
％
以
上
が
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
と
マ

レ
ー
シ
ア
産
。
通
常
、
熱
帯
林
を
切
り
開
い

て
農
園
が
作
ら
れ
る
。
搾
油
工
場
に
実
を
運

び
続
け
ら
れ
る
よ
う
大
規
模
に
ア
ブ
ラ
ヤ
シ

だ
け
を
植
え
た
プ
ラ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
の
光
景
は

グ
ー
グ
ル
マ
ッ
プ
で
も
確
認
で
き
る
。
熱
帯

林
破
壊
に
よ
る
生
物
多
様
性
損
失
は
も
ち
ろ

ん
、
莫ば

く
だ
い大
な
温
室
効
果
ガ
ス
を
生
む
泥
炭
地

破
壊
と
も
密
接
な
関
係
に
あ
り
、
気
候
変
動

に
大
き
く
拍
車
を
か
け
る
油
と
し
て
も
国
際

的
に
問
題
視
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
途
上
国
の

食
を
支
え
る
パ
ー
ム
油
を
先
進
国
で
燃
や
す

こ
と
へ
の
批
判
も
高
ま
っ
て
お
り
、
欧
州
で
は

２
０
３
０
年
ま
で
に
輸
送
用
バ
イ
オ
燃
料
と

し
て
の
パ
ー
ム
油
を
禁
止
す
る
こ
と
が
決
ま
っ

て
い
る
。
そ
ん
な
中
、日
本
で
は
逆
に
再
生
可

能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
固
定
価
格
買
取
制
度
（
Ｆ

Ｉ
Ｔ
）
が
パ
ー
ム
油
発
電
を
促
進
し
て
い
る
。

京
都
府
福
知
山
市
の
パ
ー
ム
油
発
電
所
（
17

年
稼
働
）
は
近
隣
住
民
に
よ
る
公
害
訴
訟
中

で
、
同
舞
鶴
市
で
は
住
民
が
20
年
6
月
に
計

画
の
白
紙
撤
回
を
勝
ち
取
っ
た
。
さ
ま
ざ
ま

な
悪
影
響
が
懸
念
さ
れ
る
パ
ー
ム
油
を
大
量

に
輸
入
、
燃
焼
し
続
け
る
パ
ー
ム
油
発
電
を

も
優
遇
し
て
い
る
Ｆ
Ｉ
Ｔ
制
度
の
財
源
は
私

た
ち
の
電
気
代
。
市
民
が
声
を
上
げ
る
意
義

は
大
き
い
。

ウ
ー
タ
ン
・
森
と
生
活
を
考
え
る
会

エ
デ
ュ
ケ
ー
タ
ー　

武
田
ゆ
き
こ

 Vol.
115

「
パ
ー
ム
油
発
電
」っ
て
？

＊
オ
ン
ラ
イ
ン
署
名
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
し
て
い
ま
す
。

　
「
私
た
ち
の
電
気
代
で
問
題
だ
ら
け
の
パ
ー
ム
油
発
電
ビ
ジ
ネ
ス
を
促
進
す
る
の
は
止
め
て
下
さ
い
！
」 https://w

w
w

.change.org/N
oP

alm
O

ilP
ow

erP
lants
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Ｊ
Ｒ
大
船
駅
西
口
の
デ
ッ
キ
を

渡
っ
て
す
ぐ
の
マ
ン
シ
ョ
ン
の

１
階
に
、笑え

ん
座
カ
フ
ェ
と
姉
妹
店
のｅ

ｎ
ｃ
ａ
ｆｅ
が
あ
る
。
笑
ん
座
カ
フ
ェ
は
店

の
外
に
も
席
が
あ
り
、入
り
口
も
広
く
、

に
ぎ
や
か
で
明
る
い
店
内
。
地
元
鎌
倉

野
菜
を
使
っ
た
日
替
わ
り
ラ
ン
チ
が
ウ

リ
。
ラ
ン
チ
目
当
て
に
毎
日
通
う
人
も

い
る
。ｅ
ｎ
ｃ
ａ
ｆｅ
は
カ
フ
ェ
と
ク
リ
ー
ニ

ン
グ
を
併
設
し
、お
し
ゃ
れ
で
落
ち
着
い

た
雰
囲
気
。
人
目
を
気
に
せ
ず
、
静
か

に
過
ご
し
た
い
人
の
た
め
に
こ
の
よ
う

な
内
装
に
し
て
い
る
。
Ｗ
ｉ
Ｆ
ｉ
も
設

置
さ
れ
、ひ
き
こ
も
り
の
子
が
来
た
と

き
に
長
時
間
過
ご
せ
る
よ
う
に
し
て
い

る
。

　

こ
の
二
つ
の
店
舗
は
、
障
害
が
あ
る

人
を
支
援
す
る
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
、か
ま
く

ら
笑
ん
座
が
運
営
し
て
い
る
。
代
表
の

伊
藤
裕ゆ

美み

さ
ん
は
発
達
障
害
が
あ
る

お
子
さ
ん
が
い
て
、
長
年
、
親
の
会
で

活
動
し
て
き
た
が
、当
事
者
団
体
と
し

て
の
活
動
が
障
害
が
あ
る
人
と
な
い
人

の
距
離
を
つ
く
っ
て
し
ま
っ
て
い
る
と
感

じ
、笑
ん
座
の
活
動
を
始
め
た
。カ
フ
ェ

を
つ
く
っ
た
の
も
、「
障
健
混
在
（
障

害
が
あ
る
な
し
に
か
か
わ
ら
ず
隔
た
り

な
く
地
域
で
暮
ら
す
こ
と
）」
を
実
現

す
る
た
め
。
毎
日
26
人
の
当
事
者
が
働

い
て
お
り
、
内
装
も
ス
タ
ッ
フ
と
一
緒

に
手
が
け
た
。二
つ
の
カ
フ
ェ
と
は
別
の

場
所
に
あ
る
工
房
で
作
っ
た
雑
貨
も
店

内
で
販
売
し
て
い
る
。
ま
た
来
店
者
と

し
て
誰
で
も
気
軽
に
来
ら
れ
る
よ
う
に

メ
ニ
ュ
ー
の
価
格
を
設
定
し
て
い
る
。
カ

フ
ェ
を
始
め
て
か
ら
、
近
く
の
病
院
や

高
齢
者
施
設
で
働
く
人
が
来
店
し
、

団
体
の
存
在
を
知
り
、病
院
や
施
設
の

バ
ザ
ー
に
誘
わ
れ
る
と
い
う
新
た
な
つ

な
が
り
も
生
ま
れ
た
。

編
集
委
員　

山
中
大
輔

「
笑
ん
座
カ
フ
ェ・ｅ
ｎ
ｃ
ａ
ｆ
ｅ
」

笑ん座カフェ
電話0467-81-3131
営業時間／11:30～15:00（L.O.14:30）　土日祝休み
encafe
電話0467-39-5600
営業時間／11:00～18:00（L.O.17:30）　土日祝休み
神奈川県鎌倉市岡本2-2-1　DIKマンション1F

社会福祉協議会の職員は
じめ、権利擁護支援の

仕事に関わる人にとって、「日
常生活自立支援事業」と「成
年後見制度」との関係性は大
いなる悩みの一つだ。日常生活
自立支援事業は一般にはなじ
みがないと思われるが、認知症
高齢者、知的障害者、精神障害
者などのうち、判断能力が低下
した人が地域で自立した生活
を送れるように、利用者との契
約のもと、日常的金銭管理や福
祉サービスの利用の援助、重要
書類の預かりなどを行うサービ
スである。この「判断能力が低
下した人」というのが、成年後
見制度の「保佐」「補助」類型
の人と重なること、またいずれも

「金銭管理」 が含まれている
ことから、どちらの制度を使う
べきか悩ましいのである。 
　また、成年後見制度において
は、「市民後見人」の養成や費
用助成のあり方、資力の乏しい
世帯の後見報酬の問題など、対
応に悩む多くの問題が山積して
いる。 
　本書は、そうした問題に対し
て、明石市後見支援センターで
実際に試行錯誤しながら到達し
た仕組みや方法を紹介してくれ
ている。理念や考え方だけでは
なく、現場レベルでの具体的な
解決策を示しているのが大きな
特徴である。たとえば、成年後
見制度と日常生活自立支援事
業を判別するためのアセスメン

成年後見制度の社会化に向
けたソーシャルワーク実践 
判断能力が不十分な人の自立を
目指す社会福祉協議会の取り組み
香山芳範
法律文化社、2020年7月
本体2000円＋税

トシートの開発や、市民後見人
制度を支えるために「共償方
式」を考案し、「後見基金」を
設立した経緯などである。 
　著者は、大学で社会福祉を
学んだのち、法科大学院の博
士課程を修了。現在は、明石市
社会福祉協議会明石市後見支
援センターで実務に当たってい
る（明石市福祉局より出向）。
このように、著者の強みは、
ソーシャルワークの視点と法律
家の視点の両方を備えている
点であり、ひいてはそれが本書
の魅力となっている。

編集委員　筒井 のり子

伊藤裕美さん（左）。スタッフと

第70回
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本書の関心は、社会的課
題 の 解 決 に 関 与 す る

サードセクターの特性とイノ
ベーションのメカニズムの把握
を通して、活動に地域差が生
まれる原因を明らかにすること
である。結論を先取りすればタ
イトルの通り、「人のつながり
が社会的課題を解決するイノ
ベーションを生み出す」という
ことである。
　「サードセクター の 特 性 」
は、東日本大震災の復興に関わ
る約 1400組織へのアンケート
調査を通して捉えられている。
社会的課題の解決を促すイノ
ベーション創出、アドボカシー
とイノベーションの組み合わせ
の実態、さらに活動の活発さや

効果は被災地の中でも地域差
があり、その要因は社会ネット
ワークであると指摘する。「イ
ノベーションのメカニズム」に
は、サードセクターのキーパー
ソンへのインタビュー調査から
①ネットワーク構築のためのハ
ブの存在、②組織が地域に根
を張り地域間で知識を交換し
ローカルな共有資源を利用で
きる関係性、③それらの関係性
を生み出す「地理的要因」が
重要とする。
　本書のポイントは、地理的
要因に注目したサードセクター
活動の理解だ。場所性が社会
的課題の解決を目指す組織間
の「知識共有」 の要因となる
一方、他の地域に規模を拡大

つながりが生み出す
イノベーション  
サードセクターと創発する地域
菅野拓
ナカニシヤ出版、2020年6月
本体3800円＋税

する戦略をとる組織には「競
合」と認識されるとして、「近
くは競合、遠くは仲間」と表現
される。サードセクターの活動
が地域で活性化するためには、
セクターを超えて協働する制度
が構築されるだけでなく、ノウ
ハウなど情報が地域内の組織
に共有される必要がある。つま
り、サードセクターの社会ネッ
トワークを通じた地域間関係か
ら、社会的課題に対する新しい
解決策が生み出される。これが
「地域差」の原因であり、イノ
ベーションを創発する地域の特
徴であると本書は指摘する。

編集委員　竹内 友章

２
０
２
０
年
は
映
画
業
界
に
と
っ
て

厄
年
の
よ
う
な
年
だ
っ
た
け
ど
、

２
０
２
１
年
の
幕
開
け
に
、
希
望
に
満

ち
た
こ
の
作
品
を
公
開
し
た
い
」
と
、ミ

ニ
シ
ア
タ
ー
の
支
配
人
か
ら
声
を
か
け

ら
れ
た
。

　

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響
で
劇
場
が

席
数
を
半
数
～
３
分
の
１
に
減
ら
し
て

営
業
せ
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
９
月
の
こ

と
だ
。

　
〝
希
望
に
満
ち
た
〟と
い
う
そ
の
作
品

と
は
『
陶
王
子
２
万
年
の
旅
』。
柴
田

昌
平
監
督
の
新
作
で
、
人
間
と
炎
の
営

み
、
陶
磁
器
を
め
ぐ
る
壮
大
な
２
万
年

の
物
語
だ
。

　

粘
土
の
手
触
り
が
気
持
ち
良
く
て

こ
ね
く
り
回
し
て
い
た
古
代
の
人
が
、

そ
れ
を
火
に
入
れ
た
と
き
硬
い
も
の
が

生
ま
れ
た
。
そ
れ
が
土
器
、
つ
ま
り
陶

磁
器
の
始
ま
り
。
よ
り
硬
く
、
便
利

に
、美
し
く
―
―
。
私
た
ち
人
間
の
果

て
し
な
い
探
求
心
を
追
い
な
が
ら
、
カ

メ
ラ
は
青
森
か
ら
日
本
各
地
、
中
国
、

メ
ソ
ポ
タ
ミ
ア
か
ら
西
洋
の
磁
器
マ
イ
セ

ン
、
セ
ー
ヴ
ル
へ
、
更
に
は
宇
宙
に
ま
で

飛
ん
で
い
く
。
陶
磁
器
の
２
万
年
の
歴

史
は
、洋
の
東
西
を
超
え
て
グ
ロ
ー
バ
ル

に
人
々
と
技
術
が
交
流
し
、
発
展
し
て

き
た
歴
史
だ
っ
た
の
だ
。

　

こ
の
大
掛
か
り
な
ス
ト
ー
リ
ー
の
案

内
役
は
、陶
磁
器
で
で
き
た
人
形
、〝
陶

王
子（
と
う
お
う
じ
）〟。
前
作
（
注
）か

ら
国
際
共
同
制
作
に
力
を
入
れ
て
き

た
柴
田
監
督
は
、
陶
王
子
の
制
作
に
中

国
の
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
を
迎
え
、撮
影
監
督

は
中
国
、
音
楽
は
イ
ギ
リ
ス
か
ら
参
加
、

国
境
を
超
え
た
制
作
に
ト
ラ
イ
し
た
。

　

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響
が
読
め
な
い

こ
の
冬
場
に
新
作
を
公
開
す
る
の
は
、

映
画
を
制
作
し
た
者
に
と
っ
て
賭
け
と

も
い
え
る
も
の
だ
っ
た
。
し
か
し
「
た
だ

待
っ
て
い
て
も
、
今
後
ミ
ニ
シ
ア
タ
ー
が

ど
う
い
う
状
況
に
な
る
の
か
分
か
ら
な

い
。
行
動
し
て
い
き
た
い
。
こ
の
作
品
を

初
め
て
見
た
時
を
思
い
起
こ
し
た
。
過

去
の
人
類
の
創
意
工
夫
、
し
な
や
か
な

適
応
力
っ
て
す
ご
い
な
と
。
今
の
自
分

た
ち
だ
っ
て
対
応
す
る
力
は
あ
る
」。
支

配
人
は
そ
う
言
っ
た
。

　

ま
だ
ま
だ
シ
ニ
ア
層
は
映
画
館
に
足

を
運
び
に
く
い
が
、
制
作
者
と
配
給
、

ミ
ニ
シ
ア
タ
ー
が
力
を
合
わ
せ
、
わ
ず
か

３
カ
月
間
と
い
う
限
ら
れ
た
時
間
で
新

作
の
公
開
に
向
け
て
走
っ
て
い
る
。
感

染
対
策
に
気
を
付
け
な
が
ら
、
全
国
の

ミ
ニ
シ
ア
タ
ー
で
、ま
た
映
画
を
楽
し
ん

で
ほ
し
い
。

今
月
の
作
品「
陶
王
子
２
万
年
の
旅
」

制作・著作：プロダクション・エイシア、NED
監督：柴田昌平　プロデューサー：大兼久由美、牧野望
語り：のん　人形製作：耿雪　撮影監督：毛継東　
音楽：Dan Parry
2021年｜ 110分｜日本・中国

●今月の館主

沖縄県生まれ。柴田昌平監督作品のプロデュース、配給
を行う。長編記録映画「ひめゆり」（2007）は公開以来
10年以上上映を続けている。「森聞き」「千年の一滴」も
常時自主上映を募集中。お問い合わせ：042-497-6975

大
お お が ね く

兼久 由
よ し み

美 イラスト：杉浦 健

（
注
）柴
田
昌
平
監
督
の
前
作『
千
年
の
一
滴
だ
し
し
ょ
う
ゆ
』（
２
０
１
５
）

第63回

第41回




